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(57)【要約】
【課題】使用者本人の送話中であっても、受話音声の明
瞭度を向上させることができる音声処理装置及び方法を
提供する。
【解決手段】マイクから入力された音声信号を所定の周
波数帯域の複数の音声信号に分割し、該周波数帯域毎の
音声信号に対して信号対雑音比に応じた重みづけを行い
、該音声信号に含まれる、分割された周波数帯域毎の背
景騒音量を推定する。そして、受話音声信号を所定の周
波数帯域毎の複数の音声信号に分割し、推定された周波
数帯域毎の背景騒音量に基づいて、背景騒音量が大きい
ほど周波数帯域毎の音声信号が大きくなるように、該周
波数帯域毎の音声信号に適用するゲインを設定し、該ゲ
インを周波数帯域毎の音声信号に乗算することで受話音
声信号を補正する。
【選択図】図１
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【特許請求の範囲】
【請求項１】
　マイクから入力された音声信号を所定の周波数帯域の複数の第１音声信号に分割する第
１周波数分析部と、
　前記第１周波数分析部で分割された周波数帯域毎の第１音声信号に対して信号対雑音比
に応じた重みづけを行い、前記音声信号に含まれる前記周波数帯域毎の背景騒音量を推定
する背景騒音推定部と、
　受話音声信号を所定の周波数帯域毎の複数の第２音声信号に分割する第２周波数分析部
と、
　前記背景騒音推定部で推定された前記周波数帯域毎の背景騒音量に基づいて、前記背景
騒音量が大きいほど前記第２周波数分析部から出力された第２音声信号が大きくなるよう
に、前記周波数帯域毎の第２音声信号に適用するゲインを設定し、該ゲインを対応する前
記周波数帯域の第２音声信号に乗算することで前記受話音声信号を補正する特性補正部と
、
　前記特性補正部から出力された補正後の前記周波数帯域毎の第２音声信号を周波数合成
し、補正後の前記受話音声信号を再生する周波数合成部を備えた受話音声補正部と、
を有する音声処理装置。
【請求項２】
　前記特性補正部は、
　前記周波数帯域毎のゲインを所定の上限値以下に制限するゲインリミッタ部を有する請
求項１記載の音声処理装置。
【請求項３】
　前記特性補正部は、
　背景雑音内の他の周波数成分でマスキングされない、人が聴取可能な周波数帯域毎の背
景雑音量を算出する背景雑音量マスキング算出部と、
　受話音声内の他の周波数成分でマスキングされない、人が聴取可能な周波数帯域毎の受
話音声量を算出する受話音声マスキング算出部と、
を有し、
　前記ゲイン生成部は、
　前記背景雑音量マスキング算出部から出力された背景雑音量と、前記受話音声マスキン
グ算出部から出力された受話音声量とを周波数帯域毎に比較し、前記受話音声量よりも前
記背景雑音量が大きい場合に、対応する周波数帯域の前記第２音声信号に適用するゲイン
を１以上に設定する請求項１または２記載の音声処理装置。
【請求項４】
　マイクから入力された音声信号を所定の周波数帯域の複数の第１音声信号に分割し、前
記周波数帯域毎の第１音声信号に対して信号対雑音比に応じた重みづけを行い、前記音声
信号に含まれる前記分割された周波数帯域毎の背景騒音量を推定し、
　受話音声信号を所定の周波数帯域毎の複数の第２音声信号に分割し、前記推定された前
記周波数帯域毎の背景騒音量に基づいて、前記背景騒音量が大きいほど対応する第２音声
信号が大きくなるように、前記周波数帯域毎の第２音声信号に適用するゲインを設定し、
　該ゲインを対応する前記周波数帯域の第２音声信号に乗算することで前記受話音声信号
を補正し、
　該補正後の前記周波数帯域毎の第２音声信号を周波数合成し、補正後の受話音声信号を
再生する音声処理方法。
【請求項５】
　前記周波数帯域毎のゲインを所定の上限値以下に制限する請求項４記載の音声処理方法
。
【請求項６】
　背景雑音内の他の周波数成分でマスキングされない、人が聴取可能な周波数帯域毎の背
景雑音量を算出し、
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　受話音声内の他の周波数成分でマスキングされない、人が聴取可能な周波数帯域毎の受
話音声量を算出し、
　該背景雑音量と該受話音声量とを周波数帯域毎に比較し、該受話音声量よりも該背景雑
音量が大きい場合に、対応する周波数帯域の第２音声信号に適用するゲインを１以上に設
定する請求項４または５記載の音声処理方法。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は背景騒音に応じて音声信号を補正するための音声処理装置及び方法に関する。
【背景技術】
【０００２】
　例えば、携帯電話機は、屋外等で使用することが多いため、周囲の交通騒音や広告騒音
等の背景騒音により受話音声が聞き難くなることがしばしば起こる。これは背景騒音によ
って受話音声の一部の周波数成分がマスキングされることで、受話音声の明瞭度が低下す
ることによる。そのため、騒音下でも受話音声が聞き取り易いように、背景騒音に応じて
音声信号（受話音声）を補正する様々な技術が提案されている。
【０００３】
　例えば、特許文献１では、受話音声の音声スペクトルを目標スペクトル（例えば子音等
の比較的信号レベルが小さい周波数成分を大きくするような音声スペクトル）へ整形する
ことで、受話音声の明瞭度を向上させる技術が記載されている。さらに、特許文献１では
、使用者本人の発話による送話音声を背景騒音と判定して受話音声を極端に増幅するのを
防止するため、マイクから入力された音声信号の音声スペクトルを解析して該音声信号が
使用者本人の送話音声であるか否かを判定し、使用者本人の送話音声であると判定した場
合に以下の（１）～（３）で示す３種類の処理を実行することが記載されている。
（１）使用者本人の送話音声と判定した期間において、上記受話音声の音声スペクトルを
目標スペクトルに整形するためのフィルタ部のフィルタ係数を初期値（例えば、受話音声
をそのまま出力させるための値）に設定する（以下、第１背景処理と称す）。
（２）使用者本人の送話音声と判定した期間において、上記フィルタ係数を予め設定した
最大値以下に抑制する（以下、第２背景処理と称す）。
（３）使用者本人の送話音声と判定した期間では上記フィルタ係数の更新を停止する。す
なわち、使用者本人の送話音声と判定する直前のフィルタ係数を用いる（以下、第３背景
処理と称す）。
【先行技術文献】
【特許文献】
【０００４】
【特許文献１】特開２００４－０６１６１７号公報
【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
【０００５】
　上述した特許文献１に記載された技術では、使用者本人が発話中であるときに受話音声
の明瞭度を向上させることができない問題がある。
【０００６】
　例えば、第１背景処理では、使用者本人が発話中は、上記フィルタ係数を、例えば初期
値で固定することで、受話音声が補正されないことになる。そのため、使用者本人が発話
中は受話音声の明瞭度を向上させることができない。
【０００７】
　第２背景処理では、使用者本人が発話中であっても受話音声が補正されるが、上記フィ
ルタ係数が最大値以下に制限されることで、受話音声を必ずしも目標スペクトルに整形で
きるとは限らない。そのため、使用者本人が発話中は受話音声の明瞭度を向上させること
ができない場合がある。
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【０００８】
　また、第３背景処理では、使用者本人の送話音声と判定される直前の状態（上記フィル
タ係数の値）を維持するため、使用者本人が発話中は背景騒音の変化に追従して受話音声
を補正することができない。そのため、第２背景処理と同様に、使用者本人が発話中は受
話音声の明瞭度を向上させることができない場合がある。
【０００９】
　本発明は上述したような背景技術が有する問題点を解決するためになされたものであり
、使用者本人の送話中であっても、受話音声の明瞭度を向上させることができる音声処理
装置及び方法を提供することを目的とする。
【課題を解決するための手段】
【００１０】
　上記目的を達成するため本発明の音声処理装置は、マイクから入力された音声信号を所
定の周波数帯域の複数の第１音声信号に分割する第１周波数分析部と、
　前記第１周波数分析部で分割された周波数帯域毎の第１音声信号に対して信号対雑音比
に応じた重みづけを行い、前記音声信号に含まれる前記周波数帯域毎の背景騒音量を推定
する背景騒音推定部と、
　受話音声信号を所定の周波数帯域毎の複数の第２音声信号に分割する第２周波数分析部
と、
　前記背景騒音推定部で推定された前記周波数帯域毎の背景騒音量に基づいて、前記背景
騒音量が大きいほど前記第２周波数分析部から出力された第２音声信号が大きくなるよう
に、前記周波数帯域毎の第２音声信号に適用するゲインを設定し、該ゲインを対応する前
記周波数帯域の第２音声信号に乗算することで前記受話音声信号を補正する特性補正部と
、
　前記特性補正部から出力された補正後の前記周波数帯域毎の第２音声信号を周波数合成
し、補正後の前記受話音声信号を再生する周波数合成部を備えた受話音声補正部と、
を有する。
【００１１】
　一方、本発明の音声処理方法は、マイクから入力された音声信号を所定の周波数帯域の
複数の第１音声信号に分割し、前記周波数帯域毎の第１音声信号に対して信号対雑音比に
応じた重みづけを行い、前記音声信号に含まれる前記分割された周波数帯域毎の背景騒音
量を推定し、
　受話音声信号を所定の周波数帯域毎の複数の第２音声信号に分割し、前記推定された前
記周波数帯域毎の背景騒音量に基づいて、前記背景騒音量が大きいほど対応する第２音声
信号が大きくなるように、前記周波数帯域毎の第２音声信号に適用するゲインを設定し、
　該ゲインを対応する前記周波数帯域の第２音声信号に乗算することで前記受話音声信号
を補正し、
　該補正後の前記周波数帯域毎の第２音声信号を周波数合成し、補正後の受話音声信号を
再生する方法である。
【発明の効果】
【００１２】
　本発明によれば、使用者本人の送話中であっても、受話音声の明瞭度を向上させること
ができる。
【図面の簡単な説明】
【００１３】
【図１】第１の実施の形態の音声処理装置の一構成例を示すブロック図である。
【図２】図１に示した背景騒音推定部の一構成例を示すブロック図である。
【図３】第１の実施の形態の特性補正部の一構成例を示すブロック図である。
【図４】第２の実施の形態の音声処理装置の一構成例を示すブロック図である。
【図５】第２の実施の形態の特性補正部の一構成例を示すブロック図である。
【図６】図５に示したゲインリミッタ部の処理例を示す模式図である。
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【図７】第３の実施の形態の特性補正部の一構成例を示すブロック図である。
【発明を実施するための形態】
【００１４】
　次に本発明について図面を用いて説明する。
（第１の実施の形態）
　図１は、第１の実施の形態の音声処理装置の一構成例を示すブロック図である。
【００１５】
　図１に示すように、第１の実施の形態の音声処理装置は、送話音声分析部１と受話音声
補正部２とを有する構成である。
【００１６】
　送話音声分析部１は、第１周波数分析部１０及び背景騒音推定部１１を備えている。受
話音声補正部２は、第２周波数分析部１２、特性補正部１３及び周波数合成部１４を備え
ている。
【００１７】
　図１に示す音声処理装置は、例えば、マイクから入力された音声信号（アナログ信号）
をデジタル信号に変換するＡ／Ｄ変換器、受話音声補正部２から出力される音声信号（デ
ジタル信号）をアナログ信号に変換するＤ／Ａ変換器、プログラムにしたがって音声信号
に対する処理を実行するＣＰＵ、演算処理を実行するＤＳＰ、プログラムや処理に必要な
各種データが格納されるメモリ、各種の論理回路等を含む、周知の信号処理回路で実現で
きる。
【００１８】
　第１周波数分析部１０は、ＤＦＴ（Discrete Fourier Transform：離散フーリエ変換）
等の処理によりマイクから入力された音声信号を複数の周波数帯域の音声信号（第１音声
信号）に分割する。第１周波数分析部１０は、ＩＩＲ（Infinite Impulse Response：無
限インパルス応答）フィルタ等の帯域分割フィルタで実現してもよい。また、第１周波数
分析部１０は、マイクから入力された音声信号を一定の帯域幅で分割してもよく、人の聴
覚特性を考慮して、例えば高い周波数ほど帯域幅が広くなるように分割してもよい。
【００１９】
　背景騒音推定部１１は、マイクから入力された音声信号に含まれる、第１周波数分析部
１０で分割された周波数帯域毎の背景騒音量を推定する。このとき、音声信号に使用者本
人の送話音声の信号（以下、送話音声信号と称す）が含まれている場合は、該送話音声信
号をできるだけ除いた残りの背景騒音量を算出する。
【００２０】
　図２は、図１に示した背景騒音推定部の一構成例を示すブロック図である。
【００２１】
　図２に示すように、背景騒音推定部１１は重みつき音声計算部１００及び推定雑音計算
部１０１を備えている。
【００２２】
　重みつき音声計算部１００は、背景騒音や使用者本人の送話音声を含むマイクから入力
された周波数帯域毎の音声信号と推定雑音計算部１０１で推定された周波数帯域毎の背景
騒音量とを用いて周波数帯域毎のＳＮＲ（Signal-to-Noise Ratio：信号対雑音比）を算
出し、マイクから入力された周波数帯域毎の音声信号に対して該ＳＮＲに応じた重みづけ
を行う。
【００２３】
　推定雑音計算部１０１は、マイクから入力された周波数帯域毎の音声信号及び重みつき
音声計算部１００から出力された周波数帯域毎の重みつき音声信号から周波数帯域毎の背
景騒音量を推定する。推定雑音計算部１０１は、重みつき音声計算部１００から出力され
た周波数帯域毎の重みつき音声信号に基づき、背景騒音と推定された所定数のフレームの
音声信号から周波数帯域毎の背景騒音量を算出しつつ、その値を更新する。
【００２４】
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　図２に示す背景騒音推定部１１による背景騒音量の具体的な算出方法は、例えば特開２
００８‐２１６７２１号公報に記載されている。
【００２５】
　このように、推定された背景騒音量の更新に用いる、マイクから入力された周波数帯域
毎の音声信号に対してＳＮＲに応じた重みづけを行い、背景騒音量を推定することで、マ
イクから入力された音声信号に含まれる使用者本人の送話音声の影響を低減できるため、
背景騒音量をより精度よく推定できる。
【００２６】
　第２周波数分析部１２は、ＤＦＴ等の処理により受話音声の信号（以下、受話音声信号
と称す）を、第１周波数分析部１０と同様に複数の周波数帯域の音声信号（第２音声信号
）に分割する。
【００２７】
　特性補正部１３は、例えば図３に示す構成で実現できる。
【００２８】
　図３は、第１の実施の形態の特性補正部の一構成例を示すブロック図である。
【００２９】
　図３に示すように、特性補正部１３は、平滑化部２００、ゲイン生成部２０１、ゲイン
Ｍａｔｒｉｘ部２０２及び補正部２０３を備えている。
【００３０】
　平滑化部２００は、背景騒音推定部１１で推定された周波数帯域毎の背景雑音量を時間
軸方向または周波数軸方向で平滑化する。平滑化部２００は、各周波数帯域の背景雑音量
を時間軸方向と周波数軸方向の両方でそれぞれ平滑化してもよい。例えば音声処理装置が
所定のフレーム単位で音声信号に対する処理を実行する場合、時間軸方向に隣接する複数
のフレーム毎の背景雑音量を平滑化すればよい。または、周波数軸方向に隣接する複数の
フレーム毎に背景雑音量を平滑化すればよい。あるいは、時間軸方向及び周波数軸方向に
隣接する複数のフレーム毎の背景雑音量を平滑化すればよい。平滑化部２００を備えるこ
とで、背景騒音量が急激に変化した場合でも、受話音声が不自然に変化するのを抑制でき
る。
【００３１】
　ゲイン生成部２０１は、平滑化部２００で平滑化された各周波数帯域の背景騒音量から
周波数帯域毎の受話音声信号に適用する増幅率（ゲイン）をそれぞれ算出する。ゲイン生
成部２０１は、例えば背景雑音量が大きいほどゲインが大きくなるように、周波数帯域毎
の受話音声信号のゲインをそれぞれ設定すればよい。ゲイン生成部２０１は、周波数帯域
毎の受話音声信号のゲインを、例えば、背景雑音量の一次式で求めてもよく、二次以上の
高次の方程式で求めてもよい。
【００３２】
　ゲインＭａｔｒｉｘ部２０２は、例えば下記式（１）を用いて、ゲイン生成部２０１で
算出された各周波数帯域のゲインを混合して平滑化する。式（１）は、受話音声信号をＮ
（Ｎは正数）個の周波数帯域（周波数が低い方からｆ１，ｆ２，…，ｆＮ）に分割したと
きのゲインＭａｔｒｉｘ部２０２による計算式例を示している。式（１）の左辺がゲイン
Ｍａｔｒｉｘ部２０２による処理後の周波数帯域（ｆ１，ｆ２，…，ｆＮ）毎のゲインと
なる。
【００３３】
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【数１】

【００３４】
　ゲインＭａｔｒｉｘ部２０２は、ゲイン生成部２０１で算出された周波数帯域毎のゲイ
ンを周波数軸方向に平滑化する。混合係数は、基本的に隣接する周波数帯域ほど値が大き
くなるように設定する。各混合係数は、予め設定しておいてもよく、ゲイン生成部２０１
で算出された各ゲインの分布状況から動的に決定してもよい。例えば、各ゲインの分散が
大きい場合は、より多くの周波数帯域のゲインを用いて平滑化すればよい。このようなゲ
インＭａｔｒｉｘ部２０２による処理を行うことで、周波数合成部１４による周波数合成
後の受話音声が不自然になるのを抑制できる。なお、混合係数は、全ての値を設定する必
要はなく、一部の混合係数を「０」とすることも可能である。その場合、「０」に設定し
た混合係数が多いほど、演算量を低減することが可能であり、混合係数を保持するメモリ
を節約できる。但し、混合係数は、ゲインＭａｔｒｉｘ部２０２による処理後の各周波数
帯域のゲインが「０」とならないように設定する必要がある。例えば、各周波数帯域に対
応する混合係数を「１」とし、他の混合係数を「０」とすることで、ゲイン生成部２０１
で算出された各周波数帯域のゲインをそのまま処理後のゲインとして出力させることが考
えられる。
【００３５】
　補正部２０３は、ゲインＭａｔｒｉｘ部２０２から出力された処理後の周波数帯域毎の
ゲインを、対応する周波数帯域の音声信号に乗算して出力する。
【００３６】
　周波数合成部１４は、第２周波数分析部１２による処理（ＤＦＴ等）の逆変換を実行す
ることで、特性補正部１３から出力された周波数帯域毎の音声信号を周波数合成し、受話
音声信号（補正後）を再生する。
【００３７】
　第１の実施の形態の音声処理装置によれば、マイクから入力された音声信号に対して周
波数帯域毎のＳＮＲに応じた重みづけを行い、背景騒音量を推定することで、マイクから
入力された音声信号に含まれる使用者本人の送話音声の影響を低減できるため、背景騒音
量をより精度よく推定できる。そのため、推定される背景騒音量では、使用者本人の送話
音声の影響が低減されているため、該背景騒音量に基づいて受話音声を補正すれば、使用
者本人による送話中であっても受話音声を補正することが可能であり、受話音声の明瞭度
を向上させることができる。
（第２の実施の形態）
　図４は、第２の実施の形態の音声処理装置の一構成例を示すブロック図であり、図５は
、第２の実施の形態の特性補正部の一構成例を示すブロック図である。
【００３８】
　図４に示すように、第２の実施の形態の音声処理装置は、第１の実施の形態で示した特
性補正部１３に代えて特性補正部１５を備えた構成である。図５に示すように、第２の実
施の形態の特性補正部１５は、第１の実施の形態で示した特性補正部１３にゲインリミッ
タ部２０４を追加した構成である。音声処理装置のその他の構成及び動作は、第１の実施
の形態の音声処理装置と同様であるため、その説明は省略する。
【００３９】
　第１の実施の形態で示した特性補正部１３では、ゲイン生成部２０１で算出されたゲイ
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ンをそのまま用いているため、周波数合成部１４による周波数合成後の受話音声信号でデ
ジタルクリップが発生する可能性がある。ゲインリミッタ部２０４は、ゲイン生成部２０
１で算出された周波数帯域毎のゲインを抑制し、周波数合成後の受話音声信号でデジタル
クリップが発生するのを抑制する。
【００４０】
　図６は、図５に示したゲインリミッタ部の処理例を示す模式図である。図６の横軸は時
間軸（フレーム）を示し、縦軸はゲインリミッタ部２０４で設定する周波数帯域毎のゲイ
ンの上限値（ゲインリミット値）を示している。
【００４１】
　ゲインリミッタ部２０４は、まず受話音声信号の振幅（デジタル値）から、音声信号を
処理するフレーム毎に、許容される最大ゲインの値（実線）を算出する。最大ゲインの値
は、デジタル信号処理で扱える最大値を、フレーム内の受話音声信号の最大値（絶対値）
で除算することで求める。最大ゲインの値は、受話音声信号の振幅が小さいほど大きくな
り、受話音声信号の振幅が大きいほど小さくなる。
【００４２】
　ゲインリミッタ部２０４は、ゲインリミッタ値（点線）を算出した最大ゲインの値以下
となるように設定する。また、ゲインリミッタ部２０４は、最大ゲインの値が急激に上昇
した場合、予め設定されたフレーム数（Ｈｏｌｄフレーム数）の期間はゲインリミッタ値
を変更しない。例えば、図６に示す時点Ｔ１以降では、最大ゲインの値が上昇するため、
周波数帯域毎のゲインも大きくできる。しかしながら、ゲインリミッタ部２０４は、上記
Ｈｏｌｄフレーム数の期間はゲインリミッタ値を上昇させない。これは、ゲインリミッタ
値を急激に上昇させて周波数帯域毎のゲインも急激に大きくすると、周波数合成後の受話
音声の音量が不自然に大きくなるため、そのような不自然な音量増大を防止するためであ
る。
【００４３】
　ゲインリミッタ部２０４は、上記Ｈｏｌｄフレーム数の期間が経過した後（図６の時点
Ｔ２）、徐々にゲインリミッタ値を上昇させる。このとき、ゲインリミッタ部２０４は、
ゲインリミッタ値を予め設定した割合で上昇させてもよく、背景雑音量や最大ゲインの値
に応じて上昇割合を変化させてもよい。
【００４４】
　ゲインリミッタ部２０４は、上昇させたゲインリミッタ値が最大ゲインの値と等しくな
った場合（図６の時点Ｔ３）、その後、最大ゲインの値が上昇する場合は、上述したＴ１
以降と同様の処理を実行する。また、最大ゲインの値が下降する場合は、ゲインリミッタ
値を最大ゲインの値に合わせて下降させる。
【００４５】
　第２の実施の形態の音声処理装置によれば、ゲインリミッタ部２０４により受話音声信
号の振幅に応じて受話音声の各周波数帯域のゲインを上限値以下に制限するため、補正後
の受話音声信号がデジタル信号処理で扱える最大値を越えることがない。そのため、第１
の実施の形態の音声処理装置と比べて、音質の劣化を招くことなく、受話音声を明瞭化で
きる。
（第３の実施の形態）
　図７は、第３の実施の形態の特性補正部の一構成例を示すブロック図である。
【００４６】
　図７に示すように、第３の実施の形態の音声処理装置は、第１の実施の形態で示した特
性補正部１３に、背景雑音量マスキング算出部２０５及び受話音声マスキング算出部２０
６を追加した構成である。音声処理装置のその他の構成及び動作は、第１の実施の形態の
音声処理装置と同様であるため、その説明は省略する。
【００４７】
　本実施形態の特性補正部は、背景騒音推定部１１で推定された背景雑音量から背景雑音
によってマスキングされる受話音声信号の周波数帯域のゲインのみを増大させる。
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【００４８】
　背景雑音量マスキング算出部２０５は、平滑化部２００で平滑化された背景雑音量から
分割した周波数帯域毎に周知のマスキング閾値を算出し、該マスキング閾値を用いて人が
聴取可能な周波数帯域毎の背景雑音量を算出する。
【００４９】
　受話音声マスキング算出部２０６は、受話音声信号から分割した周波数帯域毎に周知の
マスキング閾値を算出し、該マスキング閾値を用いて人が聴取可能な周波数帯域毎の受話
音声量を算出する。
【００５０】
　マスキング閾値は、ある所望音を聞き取る際、それをマスキングする他の音がある場合
に、該所望音が聞き取れる限界の音圧レベルを指す。通常、受話音声や背景騒音には様々
な周波数成分を含んでいるため、受話音声であっても、該受話音声のある周波数成分が受
話音声の他の周波数成分をマスキングすることがある。背景雑音量マスキング算出部２０
５は、周波数帯域毎にマスキング閾値と背景雑音量とを比較し、背景雑音内の他の周波数
成分でマスキングされない、人が聴取可能な周波数帯域毎の背景雑音量を算出する。同様
に、受話音声マスキング算出部２０６は、周波数帯域毎にマスキング閾値と受話音声量と
を比較し、受話音声量内の他の周波数成分でマスキングされない、人が聴取可能な周波数
帯域毎の受話音声量を算出する。なお、マスキング閾値の算出方法やマスキング閾値を用
いた音声信号の補正方法等については、例えば特開２００９－１７５４２０に開示されて
いる。
【００５１】
　ゲイン生成部２０７は、背景雑音量マスキング算出部２０５から出力された背景雑音量
と、受話音声マスキング算出部２０６から出力された受話音声量とを周波数帯域毎に比較
し、受話音声量よりも背景雑音量が大きい場合に、対応する周波数帯域の音声信号（第２
音声信号）のゲインを「１」以上に設定する。
【００５２】
　ここで、受話音声量よりも背景雑音量が大きい周波数帯域のゲインを背景雑音量／受話
音声量に設定すれば、該周波数帯域における背景雑音量と補正処理後の受話音声量とは同
等となる。
【００５３】
　受話音声量よりも背景雑音量が大きい周波数帯域において、補正処理後の受話音声量を
背景雑音量よりも常に大きくしたい場合、ゲイン生成部２０７は、該周波数帯域の音声信
号（受話音声）のゲインを、（背景雑音量／受話音声量）以上の値に設定すればよい。例
えば、対応する周波数帯域の音声信号（受話音声）のゲインを、（背景雑音量／受話音声
量）×α（α＞１．０）、あるいは（背景雑音量／受話音声量）＋α（α＞０．０）に設
定すればよい。
【００５４】
　ゲイン生成部２０７は、背景雑音量よりも受話音声量が大きい場合、対応する周波数帯
域の音声信号（受話音声）のゲインを「１」に設定し、増幅させないようにする。
【００５５】
　第３の実施の形態の音声処理装置によれば、受話音声量よりも背景雑音量が大きい周波
数帯域でのみ受話音声信号が増幅されるため、受話音声が不必要に増大することがない。
そのため、第１の実施の形態の音声処理装置よりも高品質な受話音声が再生される。なお
、図７に示した背景雑音量マスキング算出部２０５及び受話音声マスキング算出部２０６
は、第２の実施の形態の特性補正部１５に備えることも可能である。
【符号の説明】
【００５６】
　１　　送話音声分析部
　２　　受話音声補正部
　１０　　第１周波数分析部
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　１１　　背景騒音推定部
　１２　　第２周波数分析部
　１３、１５　　特性補正部
　１４　　周波数合成部
　１００　　重みつき音声計算部
　１０１　　推定雑音計算部
　２００　　平滑化部
　２０１　　ゲイン生成部
　２０２　　ゲインＭａｔｒｉｘ部
　２０３　　補正部
　２０４　　ゲインリミッタ部
　２０５　　背景雑音量マスキング算出部
　２０６　　受話音声マスキング算出部

【図１】

【図２】

【図３】

【図４】

【図５】



(11) JP 2012-163682 A 2012.8.30

【図６】

【図７】



(12) JP 2012-163682 A 2012.8.30

10

フロントページの続き

(72)発明者  細川　知志
            神奈川県川崎市中原区下沼部１７５３番地　ＮＥＣカシオモバイルコミュニケーションズ株式会社
            内
(72)発明者  黒田　淳
            神奈川県川崎市中原区下沼部１７５３番地　ＮＥＣカシオモバイルコミュニケーションズ株式会社
            内
(72)発明者  岸波　雄一郎
            神奈川県川崎市中原区下沼部１７５３番地　ＮＥＣカシオモバイルコミュニケーションズ株式会社
            内
(72)発明者  上野　寿之
            神奈川県川崎市中原区下沼部１７５３番地　ＮＥＣカシオモバイルコミュニケーションズ株式会社
            内
(72)発明者  遠藤　次夫
            神奈川県川崎市中原区下沼部１７５３番地　ＮＥＣカシオモバイルコミュニケーションズ株式会社
            内
Ｆターム(参考) 5K127 AA03  BA03  CA25  HA11  HA24  JA02  JA06  MA05  MA08  MA35 


	biblio-graphic-data
	abstract
	claims
	description
	drawings
	overflow

